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研究成果の概要（和文）：タミル古代英雄詩の 60 余編を翻訳を上梓、それにより下訳（直訳）

と翻訳との間にある解釈こそが、研究の差異をもたらすことが分かった。また、その解釈に際

し、原典の精読は不可欠であるが、博物学的知識が重要であることもわかった。それらすべて

の上に、作者情報や奥書の信憑性の問題にも一定の仮説を立てられた。 

 
研究成果の概要（英文）： During this period, I translated 62 heroic poems from 

PuRanaanuuRu and published them.  Through this work, I have known that the 

interpretation between literal translation and final readable one is most important for 

scholars, and it is indispensable for it not only intensive reading of texts but encyclopedic 

knowledge. Only afterwards we could attain the problem of the authenticity of authorship 

and colophons, and actually I have developed some hypotheses about them. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 特定領域研究(A)(2)「タミル古典の文

献・写本・電子ファイルに関する情報および

現物の収集」(平成11～14年)、基盤研究(C)

(一般)「タミル最古の文典『トルハーッピヤ

ム』詩論部分の訳注研究」（平成15～17年）

等で、当該研究の下準備が進んでいた。 

(2) すなわち、当該研究に必要な電子ファイ

ルを入手済みであり、また、古典文学の背景

をなしている詩論については、それなりの研

究が済んでいた。 
 

２．研究の目的 

(1) 筆者のライフワークは、タミル古代文学

（紀元前後～後3世紀）の総合的理解、及びそ

れをもとにした古代の文化・社会の理解であ
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る。タミル古代文学は、過去百年にわたって

様々な角度から研究されてきたが、それらの

研究には大きな問題がある。それは、(a) 現

存最古（紀元前後～後5世紀）の詩論『トルハ

ーッピヤム』を古代文学の規範書と考え、そ

の記述を基に文学解釈を行ってきたこと、(b)

テーマや作者名を記した、奥書の記述を鵜呑

みにして作品解釈をしてきたことである。 

(2) そこで本研究では、古代文学の二大

ジャンル（恋愛文学と英雄文学）のうち

の英雄文学に焦点を絞り、従来の伝統的

な研究方法を排し（詩論及び奥書の記述

を一旦無視し）、英雄文学を再検討する

ことを目的とする。 

 
３．研究の方法 

上でも触れたように、詩論や奥書の記述を
一旦考察から排除し、英雄文学そのものだけ
を丹念に読み、改めて奥書の記述等の適不適
を考察し、最終的にそれらも踏まえて作品が
真に意味するところを考察する。それによっ
て、伝統的な読み方からさらに一歩踏み込ん
だ理解を得るようにする。 
 
４．研究成果 
① 2007 年の著書において、60 余の英雄詩の
翻訳を上梓した。この体験から、直訳または
下訳（研究論文に使う訳）と翻訳とでは全く
性格が異なり、直訳と翻訳の間に解釈が必要
で、それが作品理解の違いを生んでいること
が分かった。 
② 原典読みは基本で、それにより文体や表
現の微妙な差が分かり、作者の仮託が疑われ
る例も分かった。 
③ 英雄詞華集『英雄詩四百』の成立につい
て、今まで以上に明確な仮説を立てられるに
至った。 
④ 本研究で当初は取り上げるつもりがなか
ったもう一つの英雄詞華集『十の十』を、フ
ランス極東学院で教える機会があり、作者の
仮託はますます確かなものになった。このこ
とは、すなわち作品の奥書の信憑性を疑わせ
ることになる。 
⑤ 古代社会の様子（衣食住など）は、恋愛
文学より英雄文学で質量ともによく描かれ
ている。しかし、反面、例えば料理名だけ出
て、実態が分からないことも多々あり、これ
らの解明は、本年度からの基盤研究(C)「タ
ミル古代の詞華集『十の長詩』の批判的研究」
に引き継がれることになる。 
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